
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ環境面 

・スタッフの人数がわからない 

 

Ｂ児童への支援内容 

・お出かけ数は減ったが室内レクリエーション

を楽しんでいた。 

 

Ｃ事業所からの情報発信 

・面談でやり取り出来ているので十分だと思

う。必要があれば情報共有に努めていきたい。 

 

Ｄ非常対応 

・（各種マニュアルについて）説明があったか、

あまり記憶にない。 

 

 

Ａ環境面 

・戸建てのため、部屋数が確保できている。 

落ち着けるスペースとしても利用できる。 

 

Ｂ児童への支援内容 

・計画書に沿って支援（課題）を積極的に取り

組んでいる。 

 

Ｃ関係機関との連携 

・学校や関係事業所等とは連携できている。 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・毎日帰りの送迎でその日の様子はお話をし

たり、毎月会報を発行しているので情報の共

有などは出来ている。 

 

Ｅ非常対応 

・防災訓練を秋におこなって、スタッフも非常

時対応について再認識できた。 

 

【共通点】 

・落ち着けるスペースがある 

・スタッフ数が多く安心 

・父母会の開催は無くて良い 

・コロナの影響でお出かけの回数が減ってしまった 

 

【相違点】 

・（各種マニュアルについて）知らない方もいるので面談等で周知してもらう 

 

 

 

 

 

 

 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

事業所自己評価シート         令和 2年度         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

事業所名  キッズタウンあざみ野       

担当者        三澤          

 

 

アンケートのご意見にもあったご利用料の支払に関して、振込方法を前向きに考えていこうと 

思います。 

バリアフリー面では、改善できる箇所がないか日頃からスタッフが細かな部分まで意識をして、改善

できる箇所は対処していきます。 

ペアレント・トレーニングのトレーニングをする機会はないが、誉める事に関して親子の関係性が 

好循環となるよう面談や送迎時の会話の中で助言していくよう心がけている。 

 

・児童発達支援管理責任者や現場スタッフ等

との面談 

 

・戸建てでスペースの確保 

 

・保護者との情報共有 

 

・戸建てのためバリアフリー面（段差・階

段）が難しい 

 

・（各種マニュアル）について面談時などで

更に説明を徹底する 

 

・ペアレント・トレーニング 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 

今回も無記名にて保護者様アンケートを実施し、多くのご意見を頂戴することが出来ました。 

多くの共通点や相違点を発見することが出来ましたので、今回もとても意義のある機会になったと感じます。 

改善すべき点は改善し、より良い放課後等デイサービスとしての支援が行えるよう、努力致します。 

 


